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図平成8年12月15日

日(建

器康
犬のUつけ教室
県動物保護センター

あ
な
た
の
家
で
は
、
犬
の
し

つ
け
を
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す

か
?県

動
物
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「犬
の
し
つ
け
教
室
」
を
聞
き

ま
す
。
対
象
は
.一
日
間
と
も
交

講
可
能
な
万
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
程
、
内
容

・
1
月
凶
日
(火
)、
講
義

「犬
の
し
つ
け
に
つ
い
て
」

-nn
(木
)、
愛
犬
を
伴
つ
て

の
し
つ
け
実
技
折
噂

マ
時
間
午
後
1
時
泊
分
1
3

時
泊
分

マ
会
場

川
町
動
物
保
護
セ
ン
タ

ー

(平
塚
市
七
民
間

O
一
)

お
申
し
込
み
、
お
よ
び
お
問

い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
宮

(臼
)
3
4
1
1
へ
。

(敬称は省略させていただきます)

プ
ー
ル
健
康
教
室

2
月
の
募
集
で
す

市
で
は
、
南
部
福
祉
会
館
の

プ
l
ル
を
利
用
し
た
ぷ
泳
桁
碍

μに
よ
る
腰
・州
、
府
こ
り
の
予

防
教
室
を
開
き
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
で

ω故
以
上
印
成
未
満
の
方

マ
定

μ
初
人

(抽
選
)

マ
日
程

2
月
4
日
(
火
)、
7

日
(
金
)
、

M
日
(
金
)
、
引
日

(金
)、
m
H
(金
)、
全
5
日
間

マ
時
間
午
前
川
時
1
正
午

マ
持
ち
物
水
泊
、
水
泳
用
制

子
、
タ
オ
ル

お
申
し
込
み
は
、

一
月
六
日

(月
)
か
ら
十
円
(金
)ま
で
に
健

康
限

(内
線
7
8
0)
へ
。

婦
人
健
康
教
室

を
市
民
病
院
で

平
塚
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

第

一
火
臨
日
に
婦
人
健
康
教
室

(
無
料
)
を
聞
い
て
い
ま
す
。一

月
の
内
容
は
、

「泌
方
柴
と
西

洋
判
決
の
迎
い
」
で
す
。

時
間
は
午
後
三
時
三
十
分
か

ら
五
時
ま
で
で
す
。
お
申
し
込

み
は
婦
人
科
外
来
の
予
約
ノ
l

-児童福祉へ

[>匿 名 1.000円

-交通 遺児 へ

[>神奈川県自転車商 協同組合 504.000円、

1.000円、大門三郎後援会 100.000円

.社 会福祉へ

い磯崎榔犬 2.000円

ト
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

し
vマ

問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
宮

(詑
)
0
0
1
5
(内
線
2
2
1

8
)
 手

話
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集

手
話
サ
ー
ク
ル

「平
の
会
」

で
は
、
初
心
者
向
け
に
開
催
す

る
手
話
講
習
会
の
受
講
生
を
拡

集
し
ま
す
。

マ
目
視

1
月
日
日
(木
)1
3

月
6
日
(本
)
の
8
同

マ
時
間

午
後
6
時
却
分
1
8

時
却
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
初
人

(先

n順
)
小

学
生
以
下
は
保
護
身
川
伴

マ
受
講
料
無
料

お
申
し
込
み
、
お
よ
び
お
問

い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮

(お
)
2
3
3
3
へ
。

泉栄一

1台

市 民 の 創 造 的 な 文 化 活 動

お II~ぃ合わせは、文化行

司F福祉用車両の寄付

[>須 藤元 ー 軽四輪貨 物n動車 (111いす仕様)
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・
ム
リ
F

ー

ー

・

+

'

、

-

の
補
装
只
は
、
身
体
附
持
者
が
あ
り
ま
す
。

+

よ
叩

~
J

‘.v
~
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
日
常
生
活
用
具
に
は
、
伝

吋

ベ
ヒ
M圃
'

↓
ノ

に
給
付
さ
れ
ま
す
。

宅
の
重
度
障
害
児

・者
の
た

H

J

『

-

・
圃
圃
圃
・
.

-

4

や

一

a冒
・
可

一

補
装
具
は
身
体
障
害
者
の
め
に
浴
槽
や
訓
練
ベ
ッ
ド
な

+

咋

サ

ー

夕

、

コ

状
況
に
迎
合
す
る
も
の
で
な
ど
が
指
定
さ
れ
、
附
引
門
学

時

村

祉

J
M
q，
介

け
れ
ば
な
ら
ず
、
医
学
的
な
議
に
よ
り
給
付
さ
れ
ま
す
。

判

ゆ

福

日後
J

紹

判
定
や
十
分
な
装
着
訓
練
な
裂
共
の
給
付
と
違
い
、
医

咋

一門

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
師
の
判
定
を
必
要
と
し
ま
せ

M

L

十

補

装

具

・
日
常

生

活

在

、

議

肢

・
4
い
す

・
行
人
ん
が
、
世
慌
の
前
年
度
の
所

恥

付

用
具
の
給
付

制
度
は

安
全
杖
な
ど
の
波
長
給
付
得
税
額
に
応
じ
た
自
去
担

川

対
象
品
目
に
指
一
記
さ
れ
て
お
金
カ
必
要
で
す
。

L
F

• 

村

補
装
具
と
は
、
失
わ
れ
た
り
、
い
ず
れ
も
県
の
総
合
療
た
だ
し
、
補
装
具
、
日
常

+

γ
γ

拐
な
わ
れ
た
り
し
た
'
身
体
育
相
談
セ
ン
タ
ー
が
交
付
の
生
活
用
具
と
も
前
年
度
の
所

M

L
V

機
能
の
代
凶
作
、
補
完
の
役
制
判
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
付
税
が
三
百
九
十
六
万
円
以

恥

+

を
す
る
も
の
で
す
。
身
体
に
判
定
の
ぷ
法
に
は
、
刀

一

上
の
世
情
の
方
は
令
制
山
川知

+

一門

障
害
の
あ
る
方
の
日
常
生
前
回
直
接
医
師
に
診
断
を
受
け
負
担
と
な
り
ま
す
。

一円

十

や
社
会
生
活
に
欠
か
せ
な
い
る
巡
回
判
定
と
、
医
師
の
医
@
お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害

伽

ゆ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

学

的

判

定

作

(文
件
判
定
)

福
祉
諜

(内
線
2
2
2
)
へ

咋

パ
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ

・

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
開
設
臼
毎
月
第
1
木
曜
日

マ
時
間
午
前
9
時
5
正
午

マ
場
所
市
役
所
市
民
相
談
窓
一

お
問
い
什
わ
せ
は
、
高
齢
制

祉
課

(内
総
2
1
1
)
へ
。

お
年
寄
り
の

職

業

相

談

が

高
齢
者
の
雇
用
促
進
と
生
活

安
定
を
目
的
に
、
「
高
齢
者
職

業
相
談
室
」
を
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午
後
問
時
ま
で
制
社
会
館
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
相
談
業
務
を

一
月
か
ら

市
役
所
で
も
行
い
ま
す
。
お
気

湘
南
ふ
れ
あ
い

芸
術
村
を
開
催

湘
南
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
障
害
が
あ
る
人
も
な

.みど り基 金

緑化団体の助成なと'に使われます。 お 1:1]い合わせ

は、みどり公凶談(内線425) へ 。

じ〉平塚総合体育館 6.674円、フ リー マ ー ケ ッ ト 出 庖

者 - Ji'iJ 1ω.αm円、茶道夜千家淡交会湘lお 文 部 日.αゎ

円、緑化コンクール展示会必金箱 4.024円、緑化表彰

式募金粕 2.100円、太田明子・2之 30.αX)P-l

φスポーツ振興基金

スポーツの講習会、スポーツ団体に対する助成な

どに使われます。 お 問い合わせは、スポーツ娠興財

団 n35-0102へ 。

[>緑栄会 80.000円、 体行桜興述絡協議会 10.000円

い
人
も
、
子
供
か
ら
お
年
待
り

ま
で
、

〈と
も
に
生
き
る
〉
社

会
を
目
指
そ
う
と
、
「
湘
南
ふ

れ
あ
い
芸
術
村
・
町
四
ふ
じ
さ
わ
」

を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
程
ロ
月
幻
日
(土
)
、
幻

自
(日
)

マ
時
間
午
前
凶
時
1
午
後
5

4
ずマ

会
場
必
沢
市
民
会
館

マ
内
容
創
作
活
動
の
発
表
、

活
動
交
流

お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉

協
議
会
宮
(お
)
2
3
3
3
へ
。

就
労
・社
会
参
加

の
援
助
事
業
を

県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

(横
浜
市
港
南
区
)
で
は
、

在
宅
の
精
神
に
障
害
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
援
助
事
業
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

@
坑
労
援
助

(所
内
活
動
、
事

業
所
実
習
な
ど
て
週
3
回

②
社
会
参
加
援
助

(ワ
ー
プ

ロ
・
陶
芸

・
兆
会
話
)
、
週
1

n
H
1
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー
宮
附
(制
)
8
8
2
2
へ
。

繭議掴包滅喝さ剖腕
市で は 市 役 所 の窓口に行かなくても市の諸証明が受けられるよう、次の

場所に市民窓口センターを開設しています。 お気軽にご利用ください。

.取り級うもの

O月~金附臼-一住民:誌の写し、印

鑑主主録柾明件、戸崎j貯 ・抄本、

戸籍の附民、身分証明料、年金

現況屈託明、税務言者証Il)J和 、母

子俊成手帳の交付、公共施設の

利用申し込みなど

0土・日 n俗日・祝日(駅前111民窓

ロセンターのみ) ・ーー住民烈の写

し、印鑑笠録証明主性、年金現況

屈証明など

駅前市民窓口センター (MN ピル101~~)

では、ゴ二・Hllfil日や枕l可も市の2訂正明，IF
の発行などの窓、口業務を行っています。

O利用できる時間

午前9時 ~午 後5時
(毎月第3口曜日と 12)J29日-1月3i1は

休み)

。取り扱うもの
住氏烈の写し、正Jl~監~{i.訂以羽説￡ イ下ー

民兵U;lt;)1戊4j:JJヨ証明主lF、 1Fsf浸昆況届:bF.1lI:、
母子他泌す三中長の交付、ノ 供施股の利胤. 
申し込み 1 

。 問 い合わせ先 市民税 崎司融229)

または駅前市民窓口センタ

. 開設場所

なでしこ、大野 、 IE回、神田、

大和11、城山、岡崎、金問、金目、

土出、古沢、旭街 、旭北の各公民

館内、*海大学湘南佼令官問窓会館

内、およびMNピJレ101併の15か所

.利用できる時間

午前 9時~午 後 5時(士・日哨

日・ f>~ EIと12月29日-1月 3日は

休み、ただしMNピル101併の駅前

市 民窓口センターは毎月第 3日略

目と12月29日- 1月 3日のみ休み)

市民線柾明窓口係(内線232)。 問い合わせ先

。 放映日時 12月28日〈土)11時45分 -12時

。醤組名 こ ん に ち は 神 奈 川

※放映したビデオは、 図暫館の視聴覚ライ

ブラυーで貸し出しをします

司，キ士会福祉基金

地域福祉やボランテイアの助成などに使われます。

お問い合わせは、社会制社協議会宮 33-2333へ。

[>無名 会 300.000円 、 波 辺 タ ツ ・ 森 下幸 代 3.000 

円、ローレル御殿町 8201丹、 12人会 1.000円、五

領ケ台高 校17期卒業生 352円、玉谷光夫 5.000円、

古家ミキ 5.000円、 回中日治 13.000円、文化芸能

協会 100.000円、沼 田光慾・憲次 3.000円、長足

準平 5.α)()円、日産車体遊人ぴあ実行委以会 287.483 

円、 平 啄 1制限ホーム募金箱 31.444円 、 平 塚 行 色 申

告会平塚文部婦人部 5.000円、匿名(2件) 5.030 

円

今文化振興基金

芸術文化事業の実施や、

の助 成などに使われ ます。

政推進室(内線673) へ 。

じペレスプラード楽団募金箱 3.550円、東京氾カ市

田ひろみ募金箱 56.099円、ガス事業 協同 組合

100.000円、宮川千 代子 200.000円、桜木弥栄子

100.000円、平塚日本舞踊述盟文化祭募金 30.000円、

竹 遊会 25.746円

毎年、さまざま芯ドラマを生み出す箱根

駅伝。その平塚中継所を舞台にした番組

「海が見ていた」 をテレビ神奈川で般映し

ます。ぜひ、と、覧ください。

テレビ神奈川で放映

海 が見ていた



内案

A
V
下
水
道
の
技
術
試
験

.

市
で
は
、
平
塚
市
下
水
道
排

水
政
備
技
術
界
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

マ
申
込
件
の
配
布

1
刀
8
H

(水
)
1幻
円
(
火
)

マ
受
付
期
間

1
月
日
日
(
月
)

i
u
A
日
(
金
)

マ
時
間
午
前
9
時
3
午
後
4

マ
受
付
場
所
下
水
辺
総
務
課

マ
試
験
日

2
月
日

H
(木
)

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館
大
会

議
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総

務
課
庶
務
係
(
内
線
4
4
7
)

-
臨
時
看
護
婦
の
募
集

市
民
病
院
で
は
、
臨
時
治
護

婦
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

• 

第589号広報ひらつか回

• 

マ
勤
務
日
月
1
会
附
H

マ
勤
務
時
間
午
前
8
時
却
分

i
午
後
4
時

マ
賃
金
時
給

一
千
百
五
十
円

(ほ
か
に
賞
与
あ
り
)

マ
資
格
昭
和
白
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
治
護
婦
免
許

の
取
得
者

マ
応
#
↑
刀
法
市
販
の
履
脱
牲

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
石

護
い
師
免
誹
証
の
写
し
と

一
緒
に

同
病
院
庶
務
課
(
〒
加
平
塚
市

南
原

l
i
m
-
-E詑
l
o
o

1
5
内
線
3
1
9
7
)

へ1
月

M
H
(火
)
ま
で
に
提
出
す
る

(郵
送
も
可
)

A
V法
定
調
書
の
提
出
を

平
塚
税
務
署
で
は
、
「
平
成

八
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

珂
対
等
の
法
定
調
性
の
作
成
と
提

出
の
乎
引
き
」
に
よ
り
、
次
の

法
人
お
よ
び
桐
人
の
方
に
所
定

の
法
定
調
性
の
作
成
と
拠
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

マ
提
出
す
る
方

①
給
料

・
賃
金

・
貸
与
等
を
支

払
っ
た
方
②
退
職
手
当
等
を

支
払
っ
た
方
③
報
酬

・
料

金
・
契
約
金
等
を
支
払
っ
た
方

④
地
代

・
家
賃
・
権
利
金
等
を

支
払
っ
た
方
⑤
土
地

・
建

物
・
借
地
権
等
の
譲
り
受
け
の

代
金
を
支
払
っ
た
方
⑥
上

地
・
建
物

・
併
地
権
等
の
H

出
μ

や
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん
手
数

料
を
支
払
っ
た
方

※
@
、
⑤
、
@
に
つ
い
て
は
、

法
人
と
不
動
産
業
者
で
あ
る
個

人
が
提
出
し
て
く
だ
さ
い

マ
提
出
期
限

1
月
出
口
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
税
務

署
宮
(
n
)
1
4
0
0
(内
線
3

1
5)
 

av県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
で
は
、
平
成
九
年
度
県
政

モ
ニ
タ
ー
を
拡
鈍
し
ま
す
。

マ
募
集
期
間

1
月
6
H
(月
)

1
2月
3
日
(
月
)

マ
応
募
資
格
平
成
9
年
4
月

1
日
現
在
で
、

外
国
人
を
含
む

初
歳
以
上
の
川
町
民

(公
務
口
、

公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ

る
方
、
川
町
政
モ
ニ
タ
ー
純
験
者

は
除
く
)

マ
必
集
人
口
百
五
十
人

(昼

間
コ

1
ス
別
人
、
夜
間
・
休
日

コ
l
ス
初
人
)

マ
任
期
平
成
9
年
4
月

i
m

年
3
月

マ
応
募
用
紙
県
庁
、
地
一随
行

政
セ
ン
タ
ー
、
各
市
区
町
村
の

窓
口
で

1
月
6
日
か
ら
配
布

S C N ft22-1213 
f係長骨 FM湘筒ナパサ (78.3MHz)は、市民の卜
臨習|ナパサi】】l ークとフレッシュな音楽をお届けします

12月30日から 1月 5"までは、年末年始特別脊組を

オン ・エアーします0

.'96リクエスト・ト ップ 100
12月31日 (火)、 12: 00-19 : 00 

.年末カウントダウン

12月31日(火)、 19・00-
リスナーのみなさんも、新年に向けてカウントダウ

ンをご一緒に。 元日の疋午まで生放 送で送ります。

. 声の年賀状 (1月 1日-)
各界の方々の、戸による新年のごあいさつ。

リクエスト ft22ー0783 FAX23-7200 
FM湘 南ナパサ宮23ー7111

マ
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
山
町民

識
調
資
班
告
側

(抑
)
1
1
1

1

(内
総
3
3
5
5)

-
電
話
で
車
検
案
内
を

湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
で
は
、
「
自
動
車
の
登
録

・

検
公
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を

二
十
四
時
間

・
年
中
無
休
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
は
、

(臼
)
4
4
5

5
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音
声
に
従

っ
て
コ
l
ド
番
号
を
押
す
だ
け

で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

マ
問
い
A
H
わ
せ
先

同
研
務
所

登
録
諜
宮
(日
)
8
9
0
8

-
特
別
弔
慰
金
を
支
給

• 
市
で
は
、
戦
没
者
等
の
遺
族

の
う
ち
、
平
成
七
年
四
月

一
日

現
伝
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
の
受
給
椴
者
が
い
な
い
泣

族
の
方
に
、
特
別
弔
慰
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
①
氏
を
変
え

な
い
で
再
婚
し
た
喪
②
チ
③
兄

弟
姉
妹
の
順
で
、
遺
族
の
方
一

人
が
泊
求
で
き
ま
す
。

マ
受
付
期
限
平
成
叩
年
3
月

白

H
※
す
で
に
手
続
き
を
終
え
て
い

る
方
は
、

必
要
あ
り
ま
せ
ん

マ
問
い
合
わ
せ
先
生
活
福
祉

課
管
理
係
(内
線
2
1
0)

-
工
業
統
計
調
査
が

通
商
産
業
特
で
は
、
製
造
業

に
属
す
る
会
事
業
所
を
対
象
に

工
業
統
計
調
査
お
よ
び
商
鉱
工

業
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
、
対
象
の
事
業
所

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課
統

計
調
査
担
当
(内
綿
3
4
8
)

-
写
真
パ
ネ
ル
展
開
く

• 
横
浜
国
際
人
椀
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
国
境
な
き
医
師
印
年
末

お譲りします(不用品登録情報)
女醸ります

① 有料都市ガス用湯i9むかし器、布団下し、

千百守番電話、ショルダーバッグ、テニスラケ

ッ ト 、 超 音 波 ク リ ー ナ 一 、 テ レピ、冷Jは服、

ワープロ、ラジオカセット、テーブル、医療

用ベッド、ベビーラック、だっこバンド、ベ

ビー布団セット、男児服 (70-90cm)、ほ牢L
瓶消毒器具、ミニIlq駅のコース

② 無料 一輪.lli、111:励あんま機、座点、タン

スセッ ト、ダブルベッ ド、ルームサイクル、

ピアノ、エ レク トーン、石訓 ストーブ

貧 国ってください

点 いす 、 フ ァ ン ヒ ー タ ー ガ ー ド 、 パ ン 焼 き

機、iU動ロックミシン、木琴、冷凍庫、プロ

パンガス用炊飯器、パソコン台、 二段ベッド、

自転車(子供用 ・大人Jlj)、自転車用 i己供補

助いす、女児JJIil. (90-95cm)、子供用ソ ファ

ーベッド、 A .B'I'i'Jベビーカー、 剣道防J1-一
式、子供用スキーセット、 三輪車、ベビーベ

ッド、釜内用ジャングルジム、全自動洗刷機、

スーツケース、カーペット(6位用)、絵本

※お問い合わせのH寺点で品物がない場合があ

りますので、こ了了水ください

1>問い合わせ先 地域づくり課市民生活係

ft23ー 1111 (内線263)

パ
ネ
ル
凪
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
程
ロ
月
初
日
(
木
)
i
m

臼
(
日
)

マ
時
間

午
前
叩
時
i
午
後
7

守
ゆ
す

n
H
qω

ノコ

マ
会
場
新
都
市
プ
ラ
ザ
(
横

浜
そ
ご
、
ュ

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
セ
ン
タ

ー
君
側
(
加
)
3
8
5
5

-
園
芸
教
室
を
開
く

湘
南
闘
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
凶
芸
教
的
宅
を
聞
き
ま
す
。

マ
U
時

1
月
9
日
(木
)
午
前

9
時
却
分
1
日
時
却
分

マ
会
場
段
差
耳
館
寂
南
口
)

マ
内
容
家
庭
果
樹
の
作
り
方

マ
講
師

園

芸
研
究

家

片

木

和
雄
さ
ん

マ
参
加
料

無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
コ
ー
ナ

ー
宮
(お
)
0
5
9
3

av技
術
校
で
受
講
生
を

藤
沢
市
等
職
業
技
術
校
で
は

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
受
講

料
は
い
燃
料
で
す
。

{ワ
ー
プ
ロ
操
作
コ
ー
ス
}

マ
日
程

1
月
日
日
(
木
)
1幻

日
(
火
)
の

4
日
間

マ
時
間

午

前

8
時
印
分
1
午

後
4
時

m分

マ
定
n

H

m
人

(
抽
選
)

マ
申
込
則
限
四
月
お
日
(
水
)

{
P
O
P広
告
デ
ザ
イ
ン
基
礎
コ

ー
ス
}

マ
日
程

2
月
3
日
(
月
)
i
M

日
(
金
)
の
8
日
間

マ
時
間

午
前
8
時
印
分
1
午

後
4
時
叩
分

マ
定
日

目
人

(抽
選
)

マ
申
込
期
限

1
月
例
円
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名

を
記
入
の
う
え
、
同
校
(
〒
加

藤
沢
市
川
名
捌
|

2
宮
0
4
6

6
ー
お
1
2
4
2
5
)
へ
。
お

問
い
合
わ
せ
も
同
校
へ
。

-
交
換
留
学
生
を
募
集

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
7
8

0
地
区
で
は
、
ア
メ
リ
カ

・
カ

ナ
ダ

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
ブ
ラ
ジ
ル

と
交
換
留
学
を
行
、
ヱ
川
校
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
期
限
ロ
月
幻
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
ガ
パ
ナ
l

事
務
所
宮
(詑
)
2
7
8
0

消防出初式を開催

1月6日(月)
10時 30分 -12時 30分

き4砂と

12・1月のSCN・ナパサ
F守 1 ンネルは地元の情報が満口81SCN 』三星l 裁です。年末年始は湘南チャ ンネルで

.SCNゆく年くる年 12月31日(火)23: 50-
市内大神の寄木神社やしろより生中継。

. ホ ッ トウェーブ湘南正月版 元日の11: 00-11 : 25 
平主家八幡 宮より主主叶s継 。

4砂新春対談「湘南ひらつか春J 1月 1日(祝)12 : 00 
-12: 45、 1月 2円(木)12 : 30-13 : 15ほか

平塚木谷道場で少年時代を過ごした囲碁棋士加藤正

夫九段をゲストに迎え、古野市長と囲碁の魅力などに

ついて 語り ます。

総合公園平塚のはらっぱ

.内容・ ま とい の振り込みとは しご

乗り i炎技

・古式消防ポ ン プ の 放 水 演技

.自 衛 消 防 隊の消防操法演技

.消防部隊の 救 出 欽 助 演 技

-一斉放水i災技

.ところ

消防本部 (内線387)-担当

「むをう)おまI戚WfiJ空き〉献京
。申し込み ひらつか天城山荘
※申し込みは6か月前から受け付け

・電話 0558-87-1050

• FAX 0558-87ー0557

-住所 干410-32静岡県田方郡

天城湯ヶ島町上船原1120-1
. 1泊2食付き、大人4，925円、チ供4.4051rjから

ニューイヤー・コンサート
~ミュージ力ル ・オペラの名曲を集めて~

日時 1月10日(金 )
午 後 6時30分開演

会場市民センターホール
。 出演 幻附IIJ紀子(ソプラノ)、川静子(メゾ

ソプラノ)、以凶幹也(テノ-)レ)、{!r.燐光政
{バリトン)、ニューオペラシンガーズ、湘件iゾ
リステンオーケストラ

<>幽目 マイフェアレディ、サウンド・オプ・ミ
ユージック、帰れソレントへ、茨城の)J、ここ
に幸あ句、フイプfロの結給、カルメンほか

。 入場料 {企rrr.指定) 3，000内
<>前 売所 ，Ii)芯センター (ft32-2235)、チケツ

トぴあ、 チケットセゾン、ヤンレイレコ一ド、
稲元E屋s塊楽i?'絡品Jtj九l

1帰附F市;、 tl¥LI{'fm、たまるのかf、後縦，'fJill、横a 11t-

1古、 文栄然、路地干F庖ほかでヲE必<1"

1 
治崎由紀子

佐 藤 光 政

啓子

ム.

西

23-1111・35-1111 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平線市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



図平成8年12月15日

-
亘
剣
士
を
募
集

尚
武
会
剣
道
教
室
で
は
、
小

学
一
年
生
以
上
の
少
年
少
女
を

対
象
に
、
会
口
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
も
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ど
、
つ
ぞ
。

マ
練
習
日
毎
週
火
・
木
曜
日

マ
時
間
午
後
5
時
1
6時

マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
月
会
費

三
千
五
百
円

. !_.占での

・わ/竺ナイスショット;

第589号広報ひらつか

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
石

橋
洋

一
宮
(お
)
2
8
2
3

-
双
子
の
マ

マ
集
ま
れ

プ
チ

・
ペ
ア
l
ズ
・
ク
ラ
ブ

西
湘
で
は
、
双
子
を
育
児
中
ま

た
は
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
を
対

象
に
会
日
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

回
覧
ノ
1
ト
・
会
報
発
行

・

顔
合
わ
せ
会
な
ど
で
情
報
を
交

換
し
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
お
互
い
に
不
安
を
解
消

し
合
い
、
少
し
で
も
育
児
を
楽

し
く
し
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
剣

田
由
美
子
宮
(剖
)
4
1
1
7

-
将
棋
教
室
に

湖
南
将
棋
教
室
で
は
、

小
学

生
以
ヒ
の
方
を
対
象
に
会
円
以を

募
集
し
て
い
ま
す
。

マ

n程
毎
週
上
附
日

マ
時
間

午
後
3
時
1
9時
却

下
'

4
J
 

マ
会
場
松
原
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
菅

原
英
行
宮
(幻
)
5
8
3
5

-
中
年
サ
ッ
カ
ー
募
集

F
C湘
南
ジ
ジ
マ

1
レ
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、

三
十
五
歳
以
上
の

男
性
で
、
サ
ッ
カ
ー
歴
は
問
い

「
三
輪
車
に
押
し
込
ん
で
」

写点のお姉ちゃんの杏奈ちゃんと弟の湖太くんは 、大の仲

良し。二人とも泣いたり泣かされたり、にぎやかに 毎n過 ご

しています。

おじいちゃん、おばあちゃんからプレゼン トしてもらった谷

奈ちゃ んお気にいり の三輪車の荷台に、期太くんを 級せて出

発進行!お母さんも思 わずパチリ 。撮影は述藤忠さん(寸二届)

年末のひとときを、少年少女合唱団

の滑らかな歌声でお過ごしください。

[>日 程 12月21日(土)

[>時間 午後 5時30分間iiii
[>会場 中央公民館大ホール

[>駒目 J. W.ツイグラ一作 曲/ f天
伎のミサ」より 、背山広志作曲/ ミュ

ージカル fllぴきのネコ」、ほか

[>入場料 1，000円
[>問い合わせ先 同合 II/]聞の山崎啓子

宜主23一7775
※団只を募集中です。 砕しいこと はお

問 い合わせください

平塚少年少女合唱団

簿9回

ま
せ
ん
。
練
習
は
月
に

一
i
二

回
、
平
日
の
夜
に
行
っ
て
い
ま

す
。サ

ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
を

上
手
、
下
手
に
関
係
な
く
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
熊

沢
良
明
告
側
(
5
9
2)
8
5
2

氏
U・

日
本
舞
踊
の
仲
間
に

五
月
会
で
は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
日
本
舞
踊
は
美
容

と
健
康
に
も
よ
く
、
礼
儀
作
法

も
学
べ
ま
す
。
ご
入
会
を
。

マ
日
桂
毎
月
第
1
・
第
2
木

昭
H

わが家のナイスショット写真大募集
みなさ ん の 自 宅 の 押し入れや引き出しの申などに 眠ってい

る白盈な写真はありませんか?決定的瞬間を揖った もの、 ご

れ は診しいとい うものなど、どしどしご応募ください。対象

は老 若男女を聞いませ ん。応募霊頂は次のとおりです。

応募は、封訟に力ラー写真(サービス判、襲面に住所と氏

名を配入〉を同封し 、住所・氏名・電話番号.100害 程度の

コメントを配入のう え、平啄市広報広聴課 fわが家 のナイス

ショ ットJ係(〒254平嫁市混間町9-1 . ft23 -1111内線314)
へ.毎月20日締め切り。拍選のうえ毎月1枚掲載します.

午
後
3
時
1
4
時
ぬ

マ
時
間

分マ
場
所
な
で
し
こ
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先

同
会
の
布

川
修
子
宮
(剖
)
3
8
6
2

-
友
好
訪
中
団
員
募
集

マ
円
雄
平
成
9
年
3
月
お
口

(火
)i
初
日
(日
)

マ
訪
問
先
上
海
、
蘇
州
、
揚

州
、
南
京

マ
定
只
お
人

マ
費
用

二
十

一
万
五
千
円

(渡
航
手
続
き
、
ピ
ザ
、
空
港

使
用
料
は
別
途
)

マ
募
集
締
め
切
り
日
ロ
月
お

日
(
水
)
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11月191:1(火)と22R(金)に秋の施設見学会が聞かれ

ました。 午前 中 は ハ イキング、午後は七回峠を経由し

て土j公益l刻と美術館の企画展を見学。 2日とも天候に

恋、まれ、ハイキングでは汗をかくほどの陽気でした。

七
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峠
で
平
塚
を
一
望
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